
学
長
就
任
に
あ
た
っ
て

東
京
芸
術
大
学
長

平
山
郁
夫

私
は
、
平
成
七
年
十
二
月
二
十
日
、
六
年
間
の
学
長
任
期
を
終
え
て
退
官
し
ま
し
た
。
六
年
後
、

思
い
も
か
け
ず
再
び
東
京
芸
術
大
学
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
国
立
大
学
は
、
独
立
行
政
法
人
化
を
控
え
て
、
大
学
改
革
の
た
だ
中
に
あ
り
ま
す
。
学
長

退
官
後
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
外
部
か
ら
客
観
的
に
大
学
を
見
る
こ
と
の
で
き
た
私
に
、

再
登
場
の
白
羽
の
矢
が
た
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
、
母
校
に
育
て
ら
れ
た
ご
恩
返
し
の
気
持
ち

か
ら
、
引
受
け
ま
し
た
。

大
学
改
革
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
形
式
で
な
く
、
本
来
な
ら
時
代
に
沿
い
、
自
ら
の
努
力

で
教
育
研
究
の
充
実
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

戦
後
の
新
制
大
学
教
育
や
制
度
も
、
半
世
紀
を
過
ぎ
た
今
、
さ
ら
な
る
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
と
く
に
、
芸
術
創
作
の
教
育
研
究
の
場
と
し
て
、
大
学
教
官
が
、
自
ら
成
果
を
上
げ
る
よ

う
自
覚
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
伝
統
的
に
芸
術
大
学
は
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
出
す
こ
と
に

よ
り
、
ト
ッ
プ
と
し
て
の
研
究
業
績
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
立
派
な
施
設
環
境
が
整
備
さ
れ
、
過
去
一
〇
〇
有
余
年
の
歴
史
の
中
で
は
最
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
設
備
に
加
え
て
、
教
育
研
究
の
最
高
水
準
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
教
官
の
質
向

上
と
自
覚
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
を
実
現
で
き
る
制
度
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、
制
度
の

前
に
、
我
々
が
行
動
す
る
こ
と
が
当
然
の
義
務
で
あ
り
、
本
学
の
将
来
の
た
め
だ
と
、
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
新
し
い
文
化
の
歴
史
を
全
学
一
致
で
築
き
た
い
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。




